
様式第３号（第７条関係）
その１
（略）

別紙
特定生活関連施設の整備状況

１～４ （略）
５ 便所（「多機能便房のある便所」欄及び「高齢者、障がい者等が円滑に利用することができる構造の水洗
器具を設けた便房」欄は用途面積が１，０００㎡以上の特定生活関連施設（公衆便所、自動車車庫及び共同
住宅等を除く。）及び公衆便所の場合に、「多機能便房のない便所」欄は用途面積が１，０００㎡未満の特
定生活関連施設（公衆便所、自動車車庫及び共同住宅等を除く。）の場合に記入すること。）

整 備 基 準 整 備 状 況

便所の数 箇所

多機能便房の数 箇所

便所の出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

多 車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否
形式（ ）

機
車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否

能
出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

便
多 車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否

房 形式（ ）
機

の 車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否
能

あ 十分な床面積の確保 適 ・ 否
便 長辺 ㎝×

る 短辺 ㎝
房

便 腰掛便座、手すり等の適切な配置 適 ・ 否
設置設備（ ）

所
多機能便房を設置した旨の表示 適 ・ 否

操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置 適 ・ 否

非常通報装置の設置 適 ・ 否

高齢者、障がい者等が円滑に利用することができる構造の水洗器具を設けた便房 適 ・ 否

多 便房の数 箇所

機 便所の出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

能 車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否
形式（ ）

便
車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否

房
出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

の
車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否

な 便 形式（ ）

い 車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否

便 房 腰掛便座、手すり等の適切な配置 適 ・ 否

（改正案）



様式第３号（第７条関係）
その１
（略）

別紙
特定生活関連施設の整備状況

１～４ （略）
５ 便所（「多機能便房のある便所」欄

は用途面積が１，０００㎡以上の特定生活関連施設（公衆便所，自動車車庫及び共同
住宅等を除く。）及び公衆便所の場合に，「多機能便房のない便所」欄は用途面積が１，０００㎡未満の特
定生活関連施設（公衆便所，自動車車庫及び共同住宅等を除く。）の場合に記入すること。）

整 備 基 準 整 備 状 況

便所の数 箇所

多機能便房の数 箇所

便所の出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

多 車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否
形式（ ）

機
車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否

能
出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

便
多 車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否

房 形式（ ）
機

の 車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否
能

あ 十分な床面積の確保 適 ・ 否
便 長辺 ㎝×

る 短辺 ㎝
房

便 腰掛便座，手すり等の適切な配置 適 ・ 否
設置設備（ ）

所
多機能便房を設置した旨の表示 適 ・ 否

操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置 適 ・ 否

非常通報装置の設置 適 ・ 否

（新設）

多 便房の数 箇所

機 便所の出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

能 車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否
形式（ ）

便
車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否

房
出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

の
車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否

な 便 形式（ ）

い 車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否

便 房 腰掛便座，手すり等の適切な配置 適 ・ 否

（現行）



（改正案）

設置設備（ ）
所

操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置 適 ・ 否

手すり等を設けた床置式の男性用小便器の設置 適 ・ 否

用途面積が２，０００㎡ 乳幼児を座らせることができる設備の設置 適 ・ 否
以上の施設に設ける便房
（官公庁施設等、医療施 乳幼児のおむつ替えができる設備の設置 適 ・ 否
設等、文化施設、店舗及
び公共交通機関の施設並 人口肛門又は人工膀胱を使用している者のための洗浄 適 ・ 否

こう ぼうこう

びに劇場等、集会場等、 設備等を備えた便房の設置
運動施設及び展示場の場
合に記入すること。） 便房を設置した旨の表示 適 ・ 否

６・７ （略）
８ 客席（公民館、劇場等、集会場等及び運動施設に固定式のいす席を設置する場合に記入すること。）

整 備 基 準 整 備 状 況

固定式のいす席の数 席

車いす使用者が利用でき 利用できる車いす使用者の人数 人
る部分

出入口からの距離 適 ・ 否

１人分の寸法（幅員９０㎝以上、奥行き１４０㎝以上 幅員 ㎝×
） 奥行き ㎝

平らな床 適 ・ 否

客席の出入口から車いす 有効幅員（１３５㎝以上）
使用者が利用できる部分
に至る１以上の客席内の
通路 ㎝

傾斜路及びその踊場 有効幅員（１３５㎝以上、段併設の場合は１０５㎝以
上） ㎝

勾配（１／１２以下、高低差が１６㎝以下の場合は１ 勾配
こう こう

／８以下)

踊場の設置（高低差が７５㎝を超える場合にあっては 適 ・ 否
、７５㎝以内ごとに踏幅１５０㎝以上のもの） 踏 幅

（ ㎝）

手すりの設置（両側） 適 ・ 否

滑りにくい材料による仕上げ 適 ・ 否

立ち上がりの設置（高低差が１０㎝を超える場合にあ 適 ・ 否
っては、高さ１０㎝以上)

車いす使用者が舞台等に円滑に到達できる構造 適 ・ 否

９～１５ （略）
１６ 客室（宿泊施設に５０以上の 客室を設置する場合に記入すること。）

（略）

１７ （略）



（現行）

設置設備（ ）
所

操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置 適 ・ 否

手すり等を設けた床置式の男性用小便器の設置 適 ・ 否

用途面積が２，０００㎡ 乳幼児を座らせることができる設備の設置 適 ・ 否
以上の施設に設ける便房
（官公庁施設等，医療施 乳幼児のおむつ替えができる設備の設置 適 ・ 否
設等，文化施設，店舗及
び公共交通機関の施設並 人口肛門又は人工膀胱を使用している者のための洗浄 適 ・ 否

こう ぼうこう

びに劇場等，集会場等， 設備等を備えた便房の設置
運動施設及び展示場の場
合に記入すること。） 便房を設置した旨の表示 適 ・ 否

６・７ （略）
８ 客席（公民館，劇場等，集会場等及び運動施設に固定式のいす席を設置する場合に記入すること。）

整 備 基 準 整 備 状 況

固定式のいす席の数 席

車いす使用者が利用でき 利用できる車いす使用者の人数 人
る部分

出入口からの距離 適 ・ 否

１人分の寸法（幅員９０㎝以上，奥行き１４０㎝以上 幅員 ㎝×
） 奥行き ㎝

（新設）

客席の出入口から車いす 有効幅員（１３５㎝以上）
使用者が利用できる部分
に至る１以上の客席内の
通路 ㎝

傾斜路及びその踊場 有効幅員（１３５㎝以上，段併設の場合は１０５㎝以
上） ㎝

勾配（１／１２以下，高低差が１６㎝以下の場合は１ 勾配
こう こう

／８以下)

踊場の設置（高低差が７５㎝を超える場合にあっては 適 ・ 否
，７５㎝以内ごとに踏幅１５０㎝以上のもの） 踏 幅

（ ㎝）

手すりの設置（両側） 適 ・ 否

滑りにくい材料による仕上げ 適 ・ 否

立ち上がりの設置（高低差が１０㎝を超える場合にあ 適 ・ 否
っては，高さ１０㎝以上)

車いす使用者が舞台等に円滑に到達できる構造 適 ・ 否

９～１５ （略）
１６ 客室（宿泊施設に５０を超える客室を設置する場合に記入すること。）

（略）

１７ （略）



（改正案）

その２ （略）
その３
（略）

別紙
特定生活関連施設の整備状況

１～５ （略）
６ 便所（「多機能便房のある便所」欄及び「高齢者、障がい者等が円滑に利用することができる構造の水洗
器具を設けた便房」欄は、前年度における１日当たりの平均乗降客数が５，０００人以上の施設の場合に記
入すること。）

整 備 基 準 整 備 状 況

便所の数 箇所

多機能便房の数 箇所

便所の出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

多 車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否
形式（ ）

機
車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否

能
出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

便
多 車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否

房 形式（ ）
機

の 車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否
能

あ 十分な床面積の確保 適 ・ 否
便 長辺 ㎝×

る 短辺 ㎝
房

便 腰掛便座、手すり等の適切な配置 適 ・ 否
設置設備（ ）

所
多機能便房を設置した旨の表示 適 ・ 否

操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置 適 ・ 否

非常通報装置の設置 適 ・ 否

高齢者、障がい者等が円滑に利用することができる構造の水洗器具を設けた便房 適 ・ 否

多 便房の数 箇所

機 便所の出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

能 車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否
形式（ ）

便
車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否

房
出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

の
車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否

な 便 形式（ ）

い 車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否

便 房 腰掛便座、手すり等の適切な配置 適 ・ 否
設置設備（ ）



（現行）

その２ （略）
その３
（略）

別紙
特定生活関連施設の整備状況

１～５ （略）
６ 便所（「多機能便房のある便所」欄には，

前年度における１日当たりの平均乗降客数が５，０００人以上の施設の場合に記
入すること。）

整 備 基 準 整 備 状 況

便所の数 箇所

多機能便房の数 箇所

便所の出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

多 車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否
形式（ ）

機
車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否

能
出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

便
多 車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否

房 形式（ ）
機

の 車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否
能

あ 十分な床面積の確保 適 ・ 否
便 長辺 ㎝×

る 短辺 ㎝
房

便 腰掛便座，手すり等の適切な配置 適 ・ 否
設置設備（ ）

所
多機能便房を設置した旨の表示 適 ・ 否

操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置 適 ・ 否

非常通報装置の設置 適 ・ 否

（新設）

多 便房の数 箇所

機 便所の出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

能 車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否
形式（ ）

便
車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否

房
出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

の
車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否

な 便 形式（ ）

い 車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否

便 房 腰掛便座，手すり等の適切な配置 適 ・ 否
設置設備（ ）



（改正案）

所
操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置 適 ・ 否

手すり等を設けた床置式の男性用小便器の設置 適 ・ 否

７・８ （略）



（現行）

所
操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置 適 ・ 否

手すり等を設けた床置式の男性用小便器の設置 適 ・ 否

７・８ （略）



（改正案）

その４・その５ （略）
その６
（略）

別紙
特定生活関連施設の整備状況

１・２ （略）
３ 便所

整 備 基 準 整 備 状 況

便所の数 箇所

滑りにくい材料による仕上げ 適 ・ 否

多機能便房の数 箇所

便所の出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否
形式（ ）

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否

出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

多 車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否
形式（ ）

機
車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否

能
十分な床面積の確保 適 ・ 否

便 長辺 ㎝×
短辺 ㎝

房
腰掛便座、手すり等の適切な配置 適 ・ 否

設置設備（ ）

多機能便房を設置した旨の表示 適 ・ 否

操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置 適 ・ 否

高齢者、障がい者等が円滑に利用することができる構造の水洗器具を設けた便房 適 ・ 否

手すり等を設けた床置式の男性用小便器の設置 適 ・ 否

４～６ （略）



（現行）

その４・その５ （略）
その６
（略）

別紙
特定生活関連施設の整備状況

１・２ （略）
３ 便所

整 備 基 準 整 備 状 況

便所の数 箇所

滑りにくい材料による仕上げ 適 ・ 否

多機能便房の数 箇所

便所の出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否
形式（ ）

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否

出入口 有効幅員（８０㎝以上） ㎝

多 車いす使用者が円滑に通過できる戸の構造及び形式 適 ・ 否
形式（ ）

機
（新設）

能
十分な床面積の確保 適 ・ 否

便 長辺 ㎝×
短辺 ㎝

房
腰掛便座，手すり等の適切な配置 適 ・ 否

設置設備（ ）

多機能便房を設置した旨の表示 適 ・ 否

操作が容易な水栓器具を備えた洗面設備の設置 適 ・ 否

手すり等を設けた床置式の男性用小便器の設置 適 ・ 否

車いす使用者が通過する際に支障となる段の不設置 適 ・ 否

４～６ （略）


